
今年は、赤石同窓会会長・伊藤同窓会副会長・古牧同窓会組織委員長・眞木校長のご臨席を賜り、
総勢２５名の総会・懇親会となりました。

平成３０年１月吉日

第２２号

静商同窓会 

中部支部だより 

       支部長挨拶 

 中部支部が創立１５周年を迎えることが出来ましたのは､皆様の温かいご支援とご指導のお蔭と厚く

お礼申し上げます。 平成２９年１１月１８日(土) 嘉文・名駅店にて、「創立１５周年記念総会・懇親会」

を総勢２５名で開催しました。 長谷川副支部長(第67回)の司会で開会、同窓会本部の赤石同窓会会

長から「同窓会の使命と事業内容」 静商校の眞木校長先生から「静商の現状と目標」のご挨拶をいた

だき,総会審議では、本年は役員改選期であり、 適切なアドバイスを下さった石谷 義治様(第61回)の

退任申入れを含めて全議案が承認されました。 引き続きの懇親会は、同窓会本部の伊藤同窓会副会

長から「期待の硬式野球部」のご挨拶､古牧同窓会組織委員長 の乾杯で始まり、初参加の山本 豊様

(第69回)、伊東 眞理子様(第70回)、川島 よし栄様(第70回)、原 規雄様(第70回)、三宅 八千代様(第71

回) の５名の自己紹介を交えての楽しいひとときを過ごし 最後は、「校歌」から「応援歌第1～第6」と

「凱歌を挙げて」を斉唱、フレーフレーは初参加の原 規雄様、 中締めは再登場で古牧同窓会組織委

員長の支部激励の三本締めで閉会しました。 今回も９名の方が創立時から出席、大いに盛り上げて

下さり、嬉しく大変感謝しております。 より楽しい同窓会を目指し､会員増強に力を注ぎますので、引き

続きご支援を賜りたく、よろしくお願い申し上げます。   支部長 杉山隆司(第６７回Ｓ４１年卒）  
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中部支部の歩み　                                                 　　           敬称略

　　   年　　 　　月　日 出　　来　　事　　　

 平成 14年 10月26日 　中部支部創立総会・懇親会　総会出席３２名  初代支部長 杉山 千秋

18年   8月　9日 　＊３２年ぶり９回目の夏甲子園出場　２回戦　福知山成美高校に惜敗

19年   9月　8日 　中部支部創立５周年記念総会・懇親会

20年   6月 　＊母校創立１１０周年

 9月　6日 　総会会場・運営方法（会員制）の変更 　役員改選 ２代支部長 坂本 周造

10月 1日 　会報 中部支部ニュース創刊　編集長　滝口政俊　　　　　

10月25日 　秋季高校野球東海大会応援（岐阜長良川球場）　享栄高校（愛知２位）に惜敗

21年  3月29日 　歩く同窓会・・・東山１万歩コースウォーキング

5月16日 　総会開催月を９月～１０月　→　５月に変更

9月26日 　デジカメ・パソコン研修会（公会堂・集会室）　参加者10名

10月25日 　秋季高校野球東海大会応援（愛知豊田球場）　中京高校（岐阜２位）に惜敗

22年  1月　7日 　第４号 中部支部ニュース →　中部支部だより　にタイトル新装

2月27日 　歩く同窓会・・・しだれ梅ウォーキング（名古屋農業センター）

10月16日 　歩く同窓会・・・多度山ウォーキング

23年  4月　2日 　歩く同窓会・・・五条川ウォーキング

10月24日 　秋季高校野球東海大会応援（岐阜長良川球場）　至學館高校（愛知３位）に惜敗

24年  5月19日 　中部支部創立１０周年記念総会・懇親会

6月 　小田巻 登（第57回）　全日本武術太極拳選手権 三重県代表出場(59歳以上）

9月　1日 　中部支部だより　第１０号発刊　　　　　　　　

25年  3月14日 　女子会開催（ランチ会）

26年  4月　1日 　第１３号 中部支部だより から編集長 森田 弘明

10月26日 　秋季高校野球東海大会応援（愛知岡崎球場）　三重高校（三重１位）に完敗

27年  5月17日 　役員改選　３代支部長 杉山 隆司

28年  4月　1日 　第１８号 中部支部だより新企画「会員紹介コーナー」開設

6月25日 　第１回 ランチ会開催（主税町クラブ）

11月12日 　総会開催月を５月　→　１１月に変更

29年   １月 1日 　中部支部だより　第２０号発刊　　　　　　　　

11月18日 　中部支部創立１５周年記念総会・懇親会
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「剛健進取」のハッピ着用をした５周年記念の総会・懇親会

中部支部設立にご尽力頂いた岩田孝行（Ｓ３２年卒）さんの創立１５周年に際しての寄稿 

 
 同窓会の皆さん明けましておめでとうございます。 私は昭和３２年に静商を卒業して本年８０歳になります。 

昭和５４年８月に大阪から名古屋に来まして今年の８月に名古屋在住４０年になります。  

 同窓会設立当初から携わり、杉山千秋支部長（Ｓ２９卒）就任まで３２年卒の長谷川榮一さん・坂本 周造さ

ん・ 池ヶ谷輝明さん（H20.10.9ご逝去）と協力し、又その後、３１年卒の勝亦信夫さん・山下祥策さん（H26.4

退会）・３０年卒の滝口政俊さん・３８年卒の大塚巌さんに平成１４年の第一回静商同窓会中部支部の正式

発足に大変ご尽力いただきました。 

 発足後、静商同窓会事務局の井柳さんにお願いし、愛知県に在住する静商ＯＢの名簿を入手。名古屋市

とその周辺の方々に同窓会入会依頼の電話をしましたがあまり目に見えた効果はありませんでした。 

 平成２０年坂本周造支部長に代わってから、会場も名古屋駅前の「嘉文」に固定し、同窓会出席者も２０

名以上を確保できましたが、それまでは２０名を集めるのに苦労いたしました。 

 又、平成２０年１０月に中部支部ニュース（平成２２年から「中部支部だより」に名称変更）を発行する様に

なり、趣味や感想文など各人の近況なども伝えていただき、親近感の醸成に役立っていると思います。 

 昨年１１月の創立１５周年記念総会は、大変な盛り上がりでした。 

近年、特に女性の参加者の多くなったのは杉山支部長以下役員一同皆さんの努力が実ったものと思いま

す。 

 本年以降も会員の増加を図り、静商同窓会中部支部の盛況と発展を期待したいと思います。 
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１０周年記念　静商同窓会中部支部総会・懇親会　平成２４年５月１９日　於・嘉文

第一回目のランチ会（平成28年6月25日)　於・主税町クラブ(三菱東京UFJ銀行厚生施設)
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杉山支部長挨拶および各種報告

来賓ご挨拶の 司会の長谷川副支部長
赤石同窓会会長

第二部　
　　懇親会

来賓ご挨拶の 会計報告の山下会計(右)と
眞木校長 監査報告の毛利副支部長

平成２９年度総会【議題と審議】　

     　支部長以下役員全員が改選期であるが、退任する石谷幹事を除く役員９名の再選について出席者
     　全員の賛同を得ました。

    　来年1月に中部支部だよりを発行する。
　(4) 役員の異動について杉山支部長より説明

　１．長谷川副支部長の司会で進めました。
　２．杉山支部長挨拶。これからも中部支部を益々盛り上げていきたいとの決意が示されました。
　３．来賓の同窓会長・赤石文男さんおよび静商校長・眞木万平さんよりご挨拶を頂戴しました。
　４．議案の審議
　(1) 平成28年度事業報告
　　　杉山支部長より報告がなされました。
　(2) 平成28年度会計報告
　　　会計報告を山下会計、監査報告を毛利副支部長で実施。・・・全員の賛同を得ました。
　(3) 今年度の活動計画
    　杉山支部長より説明。今後も静商同窓会中部支部会員の増強に注力していきたい。
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来賓ご挨拶の伊藤同窓会副会長 古牧同窓会組織委員長の音頭で乾杯！

いつも中日ドラゴンズの裏話を
話して頂ける横山昌弘さん

　【今回初めて参加して頂けた５人の方々】（うち４人が新規会員になって頂けました）

中締めは古牧組織委員長の三本締めで！
　あちらこちらで話が盛り上がっていました

校歌斉唱は盛り上がりました！
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S44卒 原規雄さん S45卒 三宅八千代さん S44 卒伊東眞理子さん S44卒 川島よし栄さん S43卒  山本豊さん 

皆さん飲んでますか？ 
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第５８回・Ｓ３２年卒　長谷川榮一さん

生まれから中学の頃
・焼津で生まれ育つ。１９４５年４月国民学校に入学するも８月に終戦。戦後の衣食の貧しさで生活。
・１９５１年４月焼津中学に入学。１クラス５０～５５人で１０クラスの多人数。
　焼津神社の西側に位置し、周囲は田圃、「魚の町」加工されて流された汚水・生臭さが充満。
　不衛生だったが気にはならなかった。
　舗装された道路は少なく、大半は凸凹道。往来の主は徒歩・自転車・リヤカー。
・１９５１年（昭和２６年）３月１日に市制施行（戸数 5,604戸、人口 31,016人）により町から市となる。
（明治22年10月1日：村制施行により益津郡焼津村が発足、明治34年6月28日：町制施行により焼津町となる）
・１９５２年春の選抜野球大会で静商が優勝し、町内でのパレードを観てホワイトラインの帽子に憧れた。
　（監督及び選手の大半が焼津出身であった）
・１９５３年の中学３年生の時、国民体育大会第７回（東北３県）から第８回（四国４県）への国体旗リレーに伴走
　者として、小旗を掲げ市内を走ったことが良い思い出。（当時は聖火ではなかった）
・１９５４年３月、第五福竜丸がビキニ環礁で被爆して焼津に帰港。
静商の頃
・１９５４年４月静商に入学。汽車通い・帰宅組。（中央通の自宅から駅まで約２０分）
　１年生の終りに簿記検定で３級・２級を同時に合格し、帰宅組を止め相撲部へ入部。
　学校での練習は少なく、夜間に常盤公園相撲場で先輩や奨励会の方々と行われ、一度帰宅すると静岡へ
　出かける事も苦手で欠席が多くなり実績は皆無。
　しかし、焼津中学から２年後輩と３年後輩を勧誘（スカウト）に、先生や先輩諸兄にご足労をお願いし、静商
　相撲部入部に成功する事が出来た唯一の実績。
　彼等の活躍で静商相撲部の繁栄貢献された事は何より嬉しく思っています。
就職から定年退職
・１９５６年　３年生の時、就職の採用掲示を見て「・・・工務店てどんな会社？」と尋ねると「建築会社じゃないか
　受験する順番があるから受けて見ろよ」と云われ、東京の支店へ筆記とその後の面接試験を受け、合格通知
　を受理。会社は静岡での知名度が低かったかも。
・１９５７年４月　大阪本社での入社式で、技術系そして大半が大学卒で、高卒・事務系は僅かであったが、
　１９９９年３月まで勤務し、無事定年退職をする事が出来た。　楽あり苦あり、でも良かった。
退職後
・定年退職後は毎日が休日。
　ＯＢでの有志で月１回の飲食会、町内会役員でのゴルフ会も７７才をもって退会、現在は天気次第で午前中
　畑に出かけ野菜作りに励んでいます。

支部へ
・支部繁栄の為、頑張っておられる役員の皆様に感謝、お礼申し上げます。

会員ご紹介コーナー 
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　「その土地よかれ、その人よかれ」 第６９回・Ｓ４３年卒　市川和歌子さん

　駿河湾沿いの町で育った私は、結婚してから夫の転勤や転職で４ヶ所住まいが変わり、３年前に漸く定住する
ことになりました。（子供たち全員も蒲郡市内に住んでいます）
　離れてみると、静商時代の思い出は甲子園での大応援団など懐かしいです。また、電車通学では車中にも拘
わらず、校歌や応援歌を必死に覚えました。
　部活は就職に役立つかもと「和文タイプ部」に。部員は女子ばかり、佐々木先生の「オイ！じゃあ始めて」が懐
かしい。
　１年の時の選択科目、法月先生の習字の授業で高評価を頂きました。
　２０年後、通信教育を受けながら地域の園児や小中学生に硬筆・毛筆を指導しました。

現在、数少ない楽しみは手芸・タネ蒔きからの園芸、県内の仲間たち
との文集づくりと、殆んど家に居てできるものです。
　今後も無理せずに続けたいと思っています。

ＰＳ （余談です）
　昭和５２年１０月に、夫の転勤（名古屋支店）で春日井市八幡町（勝川駅）に就学前の３人の幼児を
連れて移り住みました。約４年間でしたが、とっても懐かしいです。
　昭和５６年８月に小３・小２・園児になった子を連れて、（夫の転職で）蒲郡市西浦町に移りました。
西浦町の生活が一番長く、教室もここで３０年余り働くことができました。

  新しい年を迎え気持ちを新たに皆様お元気にお過ごしのことと存じます。 

 記念すべき創立15周年総会・懇親会が盛大に無事行われた事嬉しく思います。 

私が初めて中部支部の総会・懇親会に参加したのは、８年前でした。大先輩の山口きよみさんに 

お声を掛けていただき、参加したものの知らない人達ばかりで不安と戸惑いの中、皆さん気を遣っ

てくださり、歓迎していただいたことを思い出します。 あれから８年毎年参加するうちに、今では私

の楽しみな年間行事となっております。  会員の入れ替わりもありましたが、第1回から 

参加されてる方々も数名いらっしゃいます。 

懇親会で色々な方々とお話しすることで、感心したり、刺激を受けたり、時にはただ可笑しく 

て大笑いしたりと・・・  おだっくい人も何人かいるんですョ！ 

でも懇親会・ランチ会など楽しくお酒が進むので、気の若いおじさま方くれぐれも飲みすぎに 

注意して、これから先の２０周年、３０周年も元気で校歌・応援歌歌いたいですね！ 

                                                                                                                 杉江律子（第76回・Ｓ51年卒）  

                                                                                                     編集 森田弘明（第67回・Ｓ41年卒） 

【編集後記】 
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